家庭礼拝　2010年9月15日　使徒言行録第21章　
　LP51(11)　開いてください、心の目を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP54(14)　主イエスの愛は
起

エフェソでの告別説教をし、いよいよみんなに別れを告げて、エルサレムに行くことになります。どうしてこれほどまでにエルサレムに行かなければならないのかが良く分からないところですが、これは引き返せない道だというパウロの思いがひしひしと伝わってきます。エルサレム神殿で、もう一度礼拝をしたかったのでしょうか、それとも主イエスが十字架に付けられたエルサレムの土をもう一度踏みたかったのでしょうか。使徒達と、もう一度会いたかったのでしょうか。聖霊の導きがあったのでしょうか。その理由は定かではありません。エルサレムには使徒達もおりますが、それほどひどい迫害を受けている様子はありません。ですがパウロがエルサレムに行けば、死にいたる迫害にあうだろうという思いを皆がしていました。これはパウロの、宣教旅行での激しい宣教が多くのユダヤ人達の反感を買い、パウロは律法を守らず、守らせず、モーセと神殿を汚すようなことをしている。と言うような誤解が蔓延しているに有りました。パウロは決して、律法にそむくことは無く、モーセと神殿を汚すようなこともしておりませんでした。ただ、異邦人に対する割礼だけは、教会の一致した方針として、実施していただけです。ですがパウロだけがこのように、付け狙われました。エルサレムに行けば、多くのユダヤ人から、襲われてきっと死ぬだろうと言う思いは誰にでもあったのです。ですがパウロのエルサレムに行くと言う思いはとても強いものでした。それは主イエスの名のためならば、死ぬことさえも覚悟している、と言うものでした。パウロの、主イエスキリストとの出会いは、ここまでパウロを変えてしまったのです。この世のいかなる恐れも、死をも乗り越える大きな世界が与えられたのです。神の国のためならば、この世の何が惜しいものであろうかという思いに至っているのでした。最近読んだインド人のクルシュナムルティと言う人の本に、「恐れていない人は攻撃的では有りません。恐怖と言う感覚を、いかなる形でも持ち合わせていない人というのは、本当に自由で平和な人です。」と書いてありました。恐れていたのは攻撃的なユダヤ人達のほうなのです。パウロは、主に在って、自由で平和な人でした。イエスキリストも、パウロも死をも恐れることの無い自由で平和な人でした。ですがユダヤ人だけではなく、キリスト教でも時々スイッチが恐れのほうに入ってしまうことがあります。その代表的なものが、異端攻撃や魔女狩りや、多くの紛争などでの虐待です。ヒットラーのアウシュビッツもその一つです。神の名において、恐れにとらわれて、多くの犠牲者を出してしまうことがあるのです。キリスト教国家に多くの戦争や紛争が起こりやすかったことも、その一例になります。ユダヤ教にルーツを持つ、キリスト教、イスラム教には、東洋の宗教では見られないような、残忍な争いの歴史がありました。ですが、本当のキリストの教えは、恐れや、争いを超えたところにある自由で平和な世界でした。ですから、キリストは争うことなく恐れることなく十字架で死にました。パウロもまた、恐れることなくイエスキリストの名のためならば、死ぬことも覚悟していたのです。私たちは、このイエスキリストやパウロのような、恐れることも無く、争うことも無い、自由で平和な世界にしっかりと踏みとどまる必要があるのではないかと思っています。そこがキリスト教の原点のような気がします。
承

さて、パウロ達はエフェソ近くのミレトスを船出して、コス島に行き、それからロドス島に行き、バタラに行きました。そこでフェニキアに行く船に乗って、キプロス島を左に見ながら通り過ぎ、ティルスの港に着きました。ティルスはエルサレムやカイザリアよりはずっと北にある港町でした。これもユダヤ人達の迫害を避けるために、エルサレムに行く人たちならば、通らない航路を通って行ったような気がします。その港町で、パウロとルカ達は弟子達を捜しだして、7日間留まることにしました。ティルスの弟子たちは、霊に動かされて、パウロにエルサレムに行かないようにと、何度も言いました。彼らは、個人的な心配や、人間的な根拠で言ったのではなく、霊に動かされていったのです。しかし、それでも滞在期間が過ぎたとき、パウロ達は旅を続けることにしました。ティルスの弟子たちは、皆、妻や子供も引き連れて、町外れまで来て、そして浜辺に膝まづいて供に祈ったと書かれています。これが最後になるかもしれないと言う思いの中で、どんなにかつらい別れであったかと思います。もう二度とあえない人との別れをするというのは、私には経験がありませんが、本当につらいものだと思います。
パウロ達はまた船旅を始めます。ティルスから南に２０ｋｍほど下ったプトレマイオスに行きそこで兄弟達に挨拶をして一日過ごしました。そこからは陸路を３０ｋｍほど離れたカイザリアまで行き例の七人の一人である福音宣教者フィリポの家に行き、そこに泊まった、と書かれています。皆さんは、このフィリポのことを覚えていますでしょうか。ここに書いてある例の7人というのは、殉教したステファノと供に選ばれた7人の執事達のことです。その中にフィリポもその一人に選ばれましたが、ステファノの殉教のあとの迫害で、弟子たちは皆、ユダとサマリアの地方に散っていきました。フィリポはサマリアの町で、キリストを述べ伝え、洗礼を与えていました。フィリポは天使の言葉により、ガザへ下る道を行くとエチオピアの高官に出会い、洗礼をどこしました。そのあとこのフィリポはこのカイザリアまで来て、そこで家族を得て、4人の娘達もいたのです。この娘たちはまだ未婚で、予言するものとなっていたと書かれています。パウロ達は、カイザリアで、この宣教者フィリポのところに行き、そこに泊まったのです。そしてそこに幾日か滞在していたとき、アガポという預言者が降ってきて、こう言ったのです。11節と12節です
そして、わたしたちのところに来て、パウロの帯を取り、それで自分の手足を縛って言った。「聖霊がこうお告げになっている。『エルサレムでユダヤ人は、この帯の持ち主をこのように縛って異邦人の手に引き渡す。』」わたしたちはこれを聞き、土地の人と一緒になって、エルサレムへは上らないようにと、パウロにしきりに頼んだ。
このアガポという預言者の、予言の仕方はとても真に迫っていたようです。パウロの帯を取りそれで、自分の手足を縛って、この帯の持ち主をこのように縛って異邦人の手に引き渡すと言ったのです。この具体的な描写には、ルカ達も恐れを感じたようです。聖書では、私たちはこれを聞き、土地の人と一緒になって、エルサレムには上らないようにと、パウロにしきりに頼んだ、と書かれています。ティルスの弟子達が霊に動かされて、エルサレムに行かないように言ったときには、特にルカたちの動きは特にありませんでした。ところが、このアガポの予言を聞いたときにはルカ達も、フィリポと土地の弟子達も、一緒になって、エルサレムへは登らないようにと、パウロにしきりに頼んだのです。
これに対するパウロの答えは次のようでした。13節と14節です。
使 21:13　そのとき、パウロは答えた。「泣いたり、わたしの心をくじいたり、いったいこれはどういうことですか。主イエスの名のためならば、エルサレムで縛られることばかりか死ぬことさえも、わたしは覚悟しているのです。」
使 21:14　パウロがわたしたちの勧めを聞き入れようとしないので、わたしたちは、「主の御心が行われますように」と言って、口をつぐんだ。
パウロの答えは、主イエスの名のためならば、エルサレムで縛られることばかりか、死ぬことさえも、私は覚悟しているのです。と言う答えでした。アガポの予言は殺されることではなく、縛られて異邦人に引き渡されると言う予言でした。パウロは、そんなことよりも死ぬことさえも覚悟していると答えたのでした。これにはもう誰も何も言うことができませんでした。ただ、主の御心が行われますように、と言うことを言って、口をつぐむだけでした。それほど、パウロの決意は固く、恐れを乗り越えていました。
転

数日経って、パウロ達はエルサレムに旅立ちました。そしてエルサレムに着くと、兄弟たちは喜んでくれました。翌日パウロは、ルカたちを連れて、ヤコブに会いに行きました。そこには、使徒たちが皆集まっていました。このとき、エルサレム教会の中心はイエスの兄弟ヤコブでした。ルカたちもこのとき初めて使徒達と出会ったのだと思います。ここに、ペトロの名前が出てこないのが不思議な気がします。どこか別のところに行っていたのでしょうか。パウロはヤコブや使徒達に挨拶を交わしてから、自分の奉仕を通して神が異邦人の間で行われたことを、詳しく説明した。と書かれています。パウロに関する記述は良くこのような記述が行われています。それは、パウロが何々を行ったではなく、パウロを通して神が何々を行った。と言う表現です。主語が大切です。パウロの行った業は、神が行った業なのです。
　人々は皆、神を賛美しましたが、一つの懸念を言いました。20節です。
使 21:20　これを聞いて、人々は皆神を賛美し、パウロに言った。「兄弟よ、ご存じのように、幾万人ものユダヤ人が信者になって、皆熱心に律法を守っています。
使 21:21　この人たちがあなたについて聞かされているところによると、あなたは異邦人の間にいる全ユダヤ人に対して、『子供に割礼を施すな。慣習に従うな』と言って、モーセから離れるように教えているとのことです。
使 21:22　いったい、どうしたらよいでしょうか。彼らはあなたの来られたことをきっと耳にします。
使徒達の懸念は、パウロが異邦人の間にいる、全ユダヤ人に対して｢割礼を施すな、習慣に従うな｣といって、モーセから離れるように教えているという話が、ユダヤ人の間で広まっているため、熱心に律法を守っているこれらの人々は憤慨しているということです。そしてこれらの人々はパウロがエルサレムに来たことを耳にして、危険が迫ってくるだろうということでした。そして次のような提案をしました。これは、パウロが律法守って正しく生活しているという証を、皆に知ってもらうことによって誤解を解きましょうという提案でした。23節と24節です。
使 21:23　だから、わたしたちの言うとおりにしてください。わたしたちの中に誓願を立てた者が四人います。
使 21:24　この人たちを連れて行って一緒に身を清めてもらい、彼らのために頭をそる費用を出してください。そうすれば、あなたについて聞かされていることが根も葉もなく、あなたは律法を守って正しく生活している、ということがみんなに分かります。
この提案は、考えてみると、かなり人間的な思いから出ている方策のような気がします。この請願を立てたものというのはナジル人の請願を立てた者で、彼らは身を清め頭をそり、供え物をし、1ヶ月間仕事もしないで、神様に身を捧げます。ですから、当時としても、これをすることはとても費用のかかることでした。使徒達の提案は、このように律法を正しく守る者達にお金を出して助けてやることは、パウロ自身も律法を正しく守る人であるということを、世の中に言い表すことになって、皆の誤解も解けるだろうという計画なのです。この計画のよくないところは、神様の導きを見るのではなく、世間の反応を見ようとしていることです。パウロがこれに喜んで従ったとは思いませんが、使徒達のたっての薦めに聞き従ったのでした。そして、その4人と一緒に清めを受けて神殿に入りました。ところが、このような人間的な対策は何の役にも立たなかったのです。パウロは、またしても騒動に巻き込まれてしまうのです。27，28，29節です

使 21:27　七日の期間が終わろうとしていたとき、アジア州から来たユダヤ人たちが神殿の境内でパウロを見つけ、全群衆を扇動して彼を捕らえ、
使 21:28　こう叫んだ。「イスラエルの人たち、手伝ってくれ。この男は、民と律法とこの場所を無視することを、至るところでだれにでも教えている。その上、ギリシア人を境内に連れ込んで、この聖なる場所を汚してしまった。」
使 21:29　彼らは、エフェソ出身のトロフィモが前に都でパウロと一緒にいたのを見かけたので、パウロが彼を境内に連れ込んだのだと思ったからである。
坊主にくけりゃ袈裟までにくいと言う諺もありますが、パウロ達の行動は誤解の上に誤解を重ねることになりました。憎しみにあるユダヤ人たちには何をやっても誤解されるのです。エルサレムの中にいる人ならともかく、外からやってくる人たちにはパウロたちがやっている、請願の儀式は何の意味もなかったのです。そしてパウロを見つけるや否や、この男は民と律法とこの場所を無視することをいたるところで誰にでも教えている。このように異邦人を連れ込んで聖なる場所を汚していると騒ぎたち、皆を扇動して、パウロを捕らえ殺そうとしたのです。このようにしてエルサレム中が混乱状態になったとき、それを沈静するためにローマの千人隊長が動き出しました。千人隊長が兵士を引き連れて、その場に到着すると、群衆はパウロを殴りつけていました。千人隊長は、パウロを捕らえ、パウロが何者なのか、何をしたのかを群衆に尋ねましたが、騒々しくて、全く要領を得ませんでした。それどころか、その男を殺してしまえと騒ぎながらついてきたのです。階段のところまで差し掛かったとき、ローマの兵隊達はパウロが暴行される危険を感じたので、パウロを担いでいきました。ところがそのような状況にあっても決して逃げないのがパウロです。パウロは千人隊長にギリシャ語で｢一言話しをしてもいいでしょうか。｣と言ったのでした。ギリシャ語を話せるパウロに一目置いて、千人隊長は話をすることを許しました。パウロは大勢の群衆が騒ぎ立っている中で、階段の上に立ちました。そして興奮している群集に対して、手で静かにするように制しました。すると不思議なことにその群集が静まり返ったのです。そしてヘブライ語で話し始めたのです。何を話したのかは次回になります。ですが、ローマ兵さえも静めることが出来なかった群集を、パウロが手だけで制することができたのは、神と供にあるパウロだからこそ出来たことだと思います。
結

パウロは、死をも恐れず、イエスキリストの名によって、前へ前へと進んできました。決して後戻りする道はありませんでした。逃げる道もありませんでした。イエスキリストが、十字架が見えていたのにそれから逃れることなく、まっすぐに十字架へと進んでいったのに似ています。パウロが使徒達の進めによって、ナジル人の請願をする人々に援助をする話などは、とてもパウロの進み方とは違います。そんなことでごまかしたいと思うパウロではないのです。パウロはこの章の最後にありましたように、たとえ命の危険を冒してでも、恐れることなく、逃げることなく人々と向かい合うことを望みました。壮絶なパウロの歩みですが、この章を読んでいて、恐れとは何か、恐れないとは何かということを深く考えさせられました。私達の行動が深く恐れに結びついて行われていることを思わされるのです。そしてその恐れを超えたところに、本当の自由と平和が有ることを思わされました。どうすれば、本当にこの恐れを乗り越えられるのか、それが私達の信仰の本当の問題です。宗教も哲学も社会的な活動もこの恐れから逃れたいという一念のような気がするからです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、パウロはみなが恐れ心配してエルサレムには行かないでくれと願いましたが、決して恐れることなくひるむことなく、まっすぐにエルサレムに向かっていきました。決して引き返すことの無い道でした。それはまるで、イエス様が十字架を見つめてまっすぐにそれに向かっていったときと同じです。パウロにもきっとゲッセマネの祈りに似た苦しみの時があったと思います。その苦しみを乗り越えて、エルサレムに向かいました。パウロは死の恐れさえも乗り越えて、主イエスの名のためならば、何でもしようという思いとなっていました。このような恐れを乗り越えた人は何と強いことかと思わされます。千人隊長のローマの軍隊よりも、その強い意思を感じさせられます。主よ、イエス様は、この恐れを乗り越えて、私達の救いのために十字架の上で死んでくださいました。そしてパウロもまた、そのイエス様のために、その恐れを乗り越えて、エルサレムで、ユダヤ人たちと向かい合いました。私達も恐れることなく、あなたに従うものとなりたいと思います。私達の恐れは何でしょうか。それをしっかりと見つめなおし、あなたに従うものにふさわしいものでありたいと願っております。どうか私達をも導いて下さいますように。
この世の人々に平安がありますように。すべての人々に喜びがありますように。あなたの福音が、本当に理解されるものでありますように。御国が来ますように。小山町の被災者の上に、力強い復興の手が差し伸べられますように。一日も早平穏な日々が与えられますように。
この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆パウロ、エルサレムへ行く
使 21:1　わたしたちは人々に別れを告げて船出し、コス島に直航した。翌日ロドス島に着き、そこからパタラに渡り、
使 21:2　フェニキアに行く船を見つけたので、それに乗って出発した。
使 21:3　やがてキプロス島が見えてきたが、それを左にして通り過ぎ、シリア州に向かって船旅を続けてティルスの港に着いた。ここで船は、荷物を陸揚げすることになっていたのである。
使 21:4　わたしたちは弟子たちを探し出して、そこに七日間泊まった。彼らは“霊”に動かされ、エルサレムへ行かないようにと、パウロに繰り返して言った。
使 21:5　しかし、滞在期間が過ぎたとき、わたしたちはそこを去って旅を続けることにした。彼らは皆、妻や子供を連れて、町外れまで見送りに来てくれた。そして、共に浜辺にひざまずいて祈り、
使 21:6　互いに別れの挨拶を交わし、わたしたちは船に乗り込み、彼らは自分の家に戻って行った。
使 21:7　わたしたちは、ティルスから航海を続けてプトレマイスに着き、兄弟たちに挨拶して、彼らのところで一日を過ごした。
使 21:8　翌日そこをたってカイサリアに赴き、例の七人の一人である福音宣教者フィリポの家に行き、そこに泊まった。
使 21:9　この人には預言をする四人の未婚の娘がいた。
使 21:10　幾日か滞在していたとき、ユダヤからアガボという預言する者が下って来た。
使 21:11　そして、わたしたちのところに来て、パウロの帯を取り、それで自分の手足を縛って言った。「聖霊がこうお告げになっている。『エルサレムでユダヤ人は、この帯の持ち主をこのように縛って異邦人の手に引き渡す。』」
使 21:12　わたしたちはこれを聞き、土地の人と一緒になって、エルサレムへは上らないようにと、パウロにしきりに頼んだ。
使 21:13　そのとき、パウロは答えた。「泣いたり、わたしの心をくじいたり、いったいこれはどういうことですか。主イエスの名のためならば、エルサレムで縛られることばかりか死ぬことさえも、わたしは覚悟しているのです。」
使 21:14　パウロがわたしたちの勧めを聞き入れようとしないので、わたしたちは、「主の御心が行われますように」と言って、口をつぐんだ。
使 21:15　数日たって、わたしたちは旅の準備をしてエルサレムに上った。
使 21:16　カイサリアの弟子たちも数人同行して、わたしたちがムナソンという人の家に泊まれるように案内してくれた。ムナソンは、キプロス島の出身で、ずっと以前から弟子であった。
◆パウロ、ヤコブを訪ねる
使 21:17　わたしたちがエルサレムに着くと、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。
使 21:18　翌日、パウロはわたしたちを連れてヤコブを訪ねたが、そこには長老が皆集まっていた。
使 21:19　パウロは挨拶を済ませてから、自分の奉仕を通して神が異邦人の間で行われたことを、詳しく説明した。
使 21:20　これを聞いて、人々は皆神を賛美し、パウロに言った。「兄弟よ、ご存じのように、幾万人ものユダヤ人が信者になって、皆熱心に律法を守っています。
使 21:21　この人たちがあなたについて聞かされているところによると、あなたは異邦人の間にいる全ユダヤ人に対して、『子供に割礼を施すな。慣習に従うな』と言って、モーセから離れるように教えているとのことです。
使 21:22　いったい、どうしたらよいでしょうか。彼らはあなたの来られたことをきっと耳にします。
使 21:23　だから、わたしたちの言うとおりにしてください。わたしたちの中に誓願を立てた者が四人います。
使 21:24　この人たちを連れて行って一緒に身を清めてもらい、彼らのために頭をそる費用を出してください。そうすれば、あなたについて聞かされていることが根も葉もなく、あなたは律法を守って正しく生活している、ということがみんなに分かります。
使 21:25　また、異邦人で信者になった人たちについては、わたしたちは既に手紙を書き送りました。それは、偶像に献げた肉と、血と、絞め殺した動物の肉とを口にしないように、また、みだらな行いを避けるようにという決定です。」
使 21:26　そこで、パウロはその四人を連れて行って、翌日一緒に清めの式を受けて神殿に入り、いつ清めの期間が終わって、それぞれのために供え物を献げることができるかを告げた。
◆パウロ、神殿の境内で逮捕される
使 21:27　七日の期間が終わろうとしていたとき、アジア州から来たユダヤ人たちが神殿の境内でパウロを見つけ、全群衆を扇動して彼を捕らえ、
使 21:28　こう叫んだ。「イスラエルの人たち、手伝ってくれ。この男は、民と律法とこの場所を無視することを、至るところでだれにでも教えている。その上、ギリシア人を境内に連れ込んで、この聖なる場所を汚してしまった。」
使 21:29　彼らは、エフェソ出身のトロフィモが前に都でパウロと一緒にいたのを見かけたので、パウロが彼を境内に連れ込んだのだと思ったからである。
使 21:30　それで、都全体は大騒ぎになり、民衆は駆け寄って来て、パウロを捕らえ、境内から引きずり出した。そして、門はどれもすぐに閉ざされた。
使 21:31　彼らがパウロを殺そうとしていたとき、エルサレム中が混乱状態に陥っているという報告が、守備大隊の千人隊長のもとに届いた。
使 21:32　千人隊長は直ちに兵士と百人隊長を率いて、その場に駆けつけた。群衆は千人隊長と兵士を見ると、パウロを殴るのをやめた。
使 21:33　千人隊長は近寄ってパウロを捕らえ、二本の鎖で縛るように命じた。そして、パウロが何者であるのか、また、何をしたのかと尋ねた。
使 21:34　しかし、群衆はあれやこれやと叫び立てていた。千人隊長は、騒々しくて真相をつかむことができないので、パウロを兵営に連れて行くように命じた。
使 21:35　パウロが階段にさしかかったとき、群衆の暴行を避けるために、兵士たちは彼を担いで行かなければならなかった。
使 21:36　大勢の民衆が、「その男を殺してしまえ」と叫びながらついて来たからである。
◆パウロ、弁明する
使 21:37　パウロは兵営の中に連れて行かれそうになったとき、「ひと言お話ししてもよいでしょうか」と千人隊長に言った。すると、千人隊長が尋ねた。「ギリシア語が話せるのか。
使 21:38　それならお前は、最近反乱を起こし、四千人の暗殺者を引き連れて荒れ野へ行った、あのエジプト人ではないのか。」
使 21:39　パウロは言った。「わたしは確かにユダヤ人です。キリキア州のれっきとした町、タルソスの市民です。どうか、この人たちに話をさせてください。」
使 21:40　千人隊長が許可したので、パウロは階段の上に立ち、民衆を手で制した。すっかり静かになったとき、パウロはヘブライ語で話し始めた。
